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2026 年７月 31 日 

各  位 

会 社 名 佐藤商事株式会社 

代表者名 代表取締役社長執行役員  野澤 哲夫 

（コード番号 8065 東証プライム市場） 

問合せ先 執行役員兼経営管理部長 阿久津 勝広 

（電話番号 03-5218-5312） 

 

2027 年３月期第２四半期（中間期）及び通期連結業績予想並びに 

配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり、最新の業績動向等を踏まえ、2026 年５月８日に開示し

た 2027 年３月期第２四半期（中間期）及び通期の連結業績予想並びに 2026 年５月８日に開示した配当予想を以

下のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想について 

（１）2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想（2026 年４月１日～2026 年９月 30 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

150,000 

百万円 

3,800 

百万円 

4,050 

百万円 

3,000 

円 銭 

143.49 

今回修正予想（B） 160,000 4,800 5,100 3,600 173.80 

増減額（B－A） 10,000 1,000 1,050 600  

増減率（％） 6.7 26.3 25.9 20.0  

（ご参考）前期実績 

（2026 年３月期第２四半期） 
142,373 3,229 3,520 2,930 139.38 

 

 

（２）2027 年３月期通期連結業績予想（2026 年４月１日～2027 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

305,000 

百万円 

8,300 

百万円 

8,600 

百万円 

6,600 

円 銭 

315.67 

今回修正予想（B） 325,000 10,300 10,500 8,100 391.04 

増減額（B－A） 20,000 2,000 1,900 1,500  

増減率（％） 6.6 24.1 22.1 22.7  

（ご参考）前期実績 

（2026 年３月期） 
292,191 7,673 8,162 6,568 314.18 

 

 

（３）修正の理由 

  2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想につきましては、AI サーバー向けの高機能材や半導体部材

の需要拡大をはじめとした海外グループ事業の売上高および利益が想定以上の水準で推移したことに加え、主

力取引業界である商用車業界向けの販売が堅調であったことや非鉄金属相場の高騰等により、前回予想を上回

る見通しとなったため、業績予想を上方修正いたしました。 

  通期連結業績予想につきましては、第２四半期（中間期）の業績予想の修正に加え、引き続き AI サーバー向

けの高機能材や半導体部材の需要拡大などが続く見通しであります。また下期では鉄鋼相場の上昇や暑熱対策

に関連した労働環境改善の工事案件需要が見込まれることも考慮した結果、前回予想を上回る見通しとなった

ため、業績予想を上方修正いたしました。 
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２．配当予想について 

（１）2027 年３月期の配当予想 

 １株当たり配当金（円） 

基 準 日 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

(2026 年５月８日公表) 
42 円 00 銭 45 円 00 銭 87 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想 50 円 00 銭 55 円 00 銭 105 円 00 銭 

当 期 実 績    

（ご参考）前 期 実 績 

(2026 年３月期) 
38 円 00 銭 44 円 00 銭 82 円 00 銭 

 

（２）修正の理由 

当社は、第四次中期経営計画に記載のとおり、継続的な安定配当として、「連結みなし当期利益(※1)の 30％

以上、かつ下限は DOE(株主資本配当率※2)2.7%とする」方針を掲げております。  

※1 連結みなし当期利益＝連結経常利益×（１－実効税率）  

※2 DOE：支払配当÷期首株主資本  

株主資本は、期首の親会社所有帰属持分から為替換算調整勘定やその他有価証券評価差額金等の 「その

他の資本の構成要素」を除外する。 

つきましては、上記の業績予想の上方修正に加え、資本コストや株価を意識した経営の実現に向け株主のみ

なさまへの一層の利益還元の実現を勘案した結果、中間配当金を１株あたり 42 円から 8 円増配の 50 円に、期

末配当予想を１株当たり 45 円から 10 円増配の 55 円に修正することといたしました。 

これにより当期の１株あたりの年間配当予想は、前回予想の 87 円から 18 円増配の 105 円となります。 

 

 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


